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百
二
十
六
年
の
歴
史
と
伝
統
を
脈
々

と
継
承
し
て
い
る
北
星
学
園
の
大
学

院
、
大
学
、
短
期
大
学
部
に
見
事
合
格

し
、
入
学
し
た
新
入
学
生
、
及
び
編
入

学
生
の
総
計
一
、一
五
二
名
の
皆
さ
ん
、

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
入

学
式
で
は
、
田
村
学
長
よ
り
高
等
教
育

と
し
て
の
大
学
で
の
学
ぶ
姿
勢
等
、
酒

井
理
事
長
よ
り
北
星
学
園
の
歴
史
、
精

神
等
の
話
が
あ
り
、
入
学
生
一
同
改
め

て
、
北
星
学
園
の
一
員
に
な
っ
た
こ
と

を
実
感
し
た
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
は
厳
し
い
勉
強
に
明
け
暮
れ
た
受

験
生
時
代
を
終
え
て
、
喜
び
と
開
放
感

に
満
ち
溢
れ
た
、
爽
や
か
な
気
持
を
味

わ
い
な
が
ら
、
高
校
時
代
と
は
あ
ら
ゆ

る
こ
と
で
天
と
地
ほ
ど
の
差
（
授
業
科

目
の
多
様
性
、
一
般
教
養
の
受
講
学
生

数
の
膨
大
さ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
自
主

独
立
等
）
が
あ
る
中
で
、
多
少
の
緊
張

や
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
、
期
待
と
夢

を
持
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
楽
し

ん
で
い
る
時
期
か
と
思
い
ま
す
。
男
子

学
生
も
女
子
学
生
も
、
自
由
と
自
主
性

が
大
い
に
重
ん
じ
ら
れ
、
行
動
範
囲
も

交
友
関
係
も
大
き
く
広
が
る
中
で
、
社

会
の
仕
組
み
を
知
り
、
人
間
模
様
を
見

聞
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
多
方
面

に
亘
る
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
現
代
に

お
い
て
、
自
己
本
位
に
物
事
を
解
釈
、

行
動
し
が
ち
で
す
が
、
同
時
に
自
己
責

任
も
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
高
校
時
代
に
発
生
し
た
日

本
の
根
底
を
揺
る
が
し
か
ね
な
か
っ
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
再
生
、

が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
る
社
会
的
状

況
、
加
え
て
何
年
も
続
く
就
職
難
の
経

済
状
況
、（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経

済
政
策
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
方
向

に
向
か
う
事
を
願
っ
て
い
ま
す
が
）
更

に
皆
さ
ん
が
入
学
式
を
終
え
て
、
四
十

日
足
ら
ず
で
、
大
学
生
の
就
職
活
動
の

時
期
が
現
在
の
大
学
三
年
の
十
二
月
に

始
め
る
ル
ー
ル
が
、
大
学
三
年
生
の
三

月
以
降
と
な
り
、
二
〇
一
六
年
春
卒
業

予
定
の
現
在
二
年
の
学
生
か
ら
対
象
に

な
る
と
い
う
非
常
に
重
大
な
記
事
が
新

聞
に
載
っ
て
い
ま
し
た
。
社
会
の
動
き

を
絶
え
ず
把
握
し
正
確
な
情
報
を
身
に

つ
け
な
が
ら
の
学
生
生
活
を
送
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
は
昨
年
開
学
五
十
周
年
を
迎

え
、
更
に
未
来
へ
と
つ
な
が
る
歩
を
始

め
て
い
ま
す
。
短
期
大
学
部
も
現
在
で

は
道
内
の
短
期
大
学
の
な
か
で
、
屈
指

の
歴
史
と
伝
統
、
実
績
の
あ
る
学
校
と

し
て
歩
ん
で
い
ま
す
。
四
年
間
、
二
年

間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
ま
す
。
将
来
を
見

据
え
て
、
自
己
管
理
を
徹
底
し
、
学
生

時
代
に
し
か
出
来
な
い
経
験
を
し
て
、

北
星
学
園
大
学
、
同
短
期
大
学
部
に
入

学
し
た
目
的
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
青

春
を
謳
歌
し
て
下
さ
い
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
後
援
会
に
ご

入
会
い
た
だ
き
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

後
援
会
と
し
て
、
学
生
達
に
「
北
星
学

園
大
学
、
北
星
学
園
大
学
短
期
大
学
部

に
入
学
し
て
良
か
っ
た
」と
思
わ
れ
る
、

教
育
活
動
援
助
に
誠
心
誠
意
努
力
し
ま

す
の
で
、
大
変
な
社
会
・
経
済
状
況
の

な
か
御
支
援
、
御
協
力
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

今
年
も
新
入
生
を
迎
え
、
多
数
の
保

護
者
ご
参
列
の
も
と
、
四
月
五
日
に
入

学
式
を
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
入
学
者
は
大
学
院
十
四
名
、
大
学

学
部
九
二
八
名
（
内
編
入
学
二
十
九
）、

短
期
大
学
部
二
一
〇
名
で
す
。
短
期
大

学
部
生
活
創
造
学
科
が
定
員
を
若
干
満

た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
残
念
な
結
果
に

な
り
ま
し
た
が
、
大
学
全
体
と
し
て
は

入
学
定
員
を
か
な
り
上
回
る
入
学
生
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。昨
年
、

新
設
大
学
の
不
認
可
が
話
題
と
な
り
ま

し
た
が
、
札
幌
保
健
医
療
大
学
開
設
の

影
響
が
短
期
大
学
部
に
及
ん
で
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
大
学
開
学
五
十
周
年

を
迎
え
、
様
々
な
行
事
を
滞
り
な
く
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
新
調
と
チ
ャ
ペ
ル

の
音
響
設
備
の
た
め
に
多
額
の
寄
付
を

い
た
だ
い
た
後
援
会
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
か
ら
次
の
五
十

年
に
向
か
っ
て
新
た
な
歩
み
が
始
ま
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
ま
し
て
大
き

な
ご
支
援
を
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

現
在
日
本
の
大
学
は
大
き
な
変
化
の

た
だ
な
か
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
変
化
と

は
、
十
八
歳
人
口
が
急
激
に
減
少
し
、

事
実
上
大
学
全
入
時
代
を
迎
え
、
生

き
残
り
を
か
け
た
大
学
間
の
競
争
が
し

烈
に
な
っ
た
、
と
い
う
意
味
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
新
た
な
自
由
貿
易
を
め

ぐ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
）
参
加
問
題
が
物
議
を
醸
し
て
い
ま

す
が
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ

ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波

が
本
格
的
に
日
本
の
社
会
を
洗
い
は
じ

め
、
大
学
の
役
割
も
問
い
直
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

日
本
の
大
学
は
入
試
難
易
度
に
よ
っ
て

序
列
化
さ
れ
、
大
学
に
入
る
こ
と
が
自

己
目
的
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
こ
の
よ
う
な
特
殊
日
本
的
状
況

は
急
速
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
就

職
活
動
に
は
国
内
の
学
生
だ
け
で
な

く
、
海
外
の
学
生
も
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
企
業
の
学
生
を
選
ぶ
目

も
厳
し
く
な
り
、
大
学
に
お
け
る
学
修

の
到
達
度
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
本
学
は
、
千
歳
科
学
技
術
大
学
を

中
心
と
し
て
山
梨
大
学
、
愛
媛
大
学
、

佐
賀
大
学
な
ど
と
と
も
に
文
部
科
学
省

の
共
同
教
育
推
進
事
業
に
参
画
し
ま
し

た
が
、
こ
の
事
業
は
、
大
学
の
学
び
で

ど
れ
だ
け
力
が
伸
び
た
の
か（
学
士
力
）

を
測
定
す
る
方
法
を
開
発
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。こ
の
よ
う
に
今
日
大
学
は
、

二
年
間
あ
る
い
は
四
年
間
で
主
体
的
に

学
修
し
、
そ
の
力
を
社
会
で
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
卒
業
生
を
ど
れ
だ
け
送
り

出
し
た
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

本
学
は
修
学
指
導
や
就
職
相
談
な
ど

に
お
い
て
、
き
め
細
か
な
直
接
的
対
応

に
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
今
日
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
な
ど
の
情
報
技

術
の
活
用
は
必
須
の
ス
キ
ル
で
す
が
、

そ
れ
に
も
増
し
て
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
い
わ
ば
人
間
力

の
形
成
は
最
も
大
切
で
あ
り
、
今
後
も

そ
の
涵
養
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

学
生
時
代

後
援
会
会
長　

深
澤　

秀
則

新
入
生
を
迎
え
て　
　
　

　
│
変
わ
り
つ
つ
あ
る
大
学

学　

長　

田
村　

信
一

　北星学園大学後援会は、本学在学生のご父母全員と、本学を卒業された方のご父母ならびに本学の同窓
生を正会員として構成されており、設立以来今年で29年目になります。
　本会の目的は、北星学園大学、短期大学部における教育、研究活動の充実と発展に寄与することであり、
「北星学園大学、短期大学部のサポーター」としての活動を行っております。その一例として、図書館へ
の図書等の寄贈、先生方の学術出版補助、国際交流経費補助、学術講演会や学会に対する補助などを行う
他、学生各種活動補助については、全国大会に出場する学生に対する補助や学生の就職活動支援、就職セ
ミナー開催、大学祭への援助、奨学金補助、サークル活動で使う器具等の購入などを行っています。
　これらの活動の他に、本会は「北星学園大学、短期大学部」とご父母とを結ぶパイプ役として、毎年地
区別父母懇談会を開催しており、大学の教職員による本学の教育方針やカリキュラムについての説明、個
別に学生の修学状況等について面談を行っています。地区別の父母懇談会は、北海道内７会場（札幌・函
館・苫小牧・北見・旭川・帯広・釧路）で開催しております。
　後援会が開催する各行事は、ご父母の皆様が北星学園大学、短期大学部について知る良い機会となって
おりますので、多くの会員の皆様のご出席をお待ちしております。
　なお、『後援会だより』は年４回発行し、大学の情報を皆様のお手元にお届けいたします。また、後援会ホー
ムページでも過去のものがご覧になれますので、ご高覧いただければ幸いに存じます。
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　北星学園大学に入学して約２週間が経ちました。
最初は不安ばかりでしたが徐々に友達も増えてき
て充実した大学生活を送っているところです。
　高校と大学は全く違うと思いました。例えば、
履修登録や教科書を自分で買うなど、自分で何と
かしなければいけないということです。さらに講
義も 90 分という時間で高校の倍の長さで、大変だと思いました。ですが
講義をしっかりと受けて、課題も必ず提出することで、将来のかけがえの
ない力になると信じ頑張ります。
　４年後はきっと社会人になっていると思います。今の自分では全く通用
しないことはわかっています。何が通用しないのか、それは何をするにも
自分で何とかしなければいけないということです。まだまだ誰かに頼って
しまうことがあります。社会に出たら先生なんて人はいません。ですから
この自分自身の力を大学で成長させていきます。
　大学生活４年間の一日一日を大切にして、自分自身の力を成長させて、
４年後の社会人になっている自分が誇りを持てるように、そして親に感謝
して充実した４年間を過ごしていきます。頑張ります！

　北星学園大学に入学してから、早くも約２週間
が経ちました。入学したての頃は、右も左も分
からなくて不安だらけでした。「友達はできるか」、
「サークルはどこに入ったら良いか」、「授業はど
んな雰囲気なのか」と考えてばかりでした。何よ
り履修登録には苦労しましたが、新しくできた友
達や先輩方に相談し、決定することができました。今では大学生活にも慣
れ始め、充実した毎日を過ごしています。
　私は編入学を考えていないため、学ぶことができるのは２年間という短
い期間です。その３分の２は、就職活動に費やすことになります。今から
就職のことは視野に入れておかなければなりません。キャリアデザインプ
ログラムや就職支援課等を利用して、就職活動に役立てていこうと思いま
す。そして、就職のことのみ目を向けるのではなく、授業や行事への意欲
的な参加もしていきます。学べる期間が少ない分、積極的により多くの経
験を積んでいきたいと思います。
　２年後には、私は社会に出ていくことになります。そのときに、「あの
時こうしておけばよかった」と後悔しないように、一日一日を大事に過ご
していこうと思います。
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人
事
課
長

 

五
十
嵐　
　
　

明

財
務
課
長

 

笠　

松　

英　

雄

学
生
支
援
課
（
教
務
担
当
課
長
）

 

佐
々
木　
　
　

薫

学
生
支
援
課
（
修
学
支
援
担
当
課
長
）

 

桑　

原　

大　

幸

学
生
支
援
課
（
学
生
厚
生
担
当
課
長
）

 

竹　

内　

禎　

哉

学
生
支
援
課
（
国
際
教
育
担
当
課
長
）

 

川　

島　

善　

孝

学
生
支
援
課
（
実
習
事
務
担
当
課
長
）

 

田　

中　

正　

博

就
職
支
援
課
長

 

鈴　

木　

淳　

子

広
報
課
長

 

佐　

野　

和　

眞

研
究
支
援
課
長

 

馬　

場　
　
　

篤

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

 

高　

野　

正　

明

司
書
課
長

 

宮　

川　

淳　

子

入
試
課
長

 

山　

本　

一　

博

　北星学園大学に入学して２週間、この大学の一
員である自覚が芽生えてきました。私の入学した
学科は心理学を基として社会現場を体験する機会、
自分の考えを文章や対話で発信する機会が多く設
けられています。その中で私が習得したい力は３
つあります。

　１つ目はチーム力です。グループディスカッションやフィールド実習に
おいて仲間と協力してこそ個人にはなかった見方、考え方にふれ自分達の
視野を個々が広げることでより大きな成果が得られると思います。コミュ
ニケーションの意義を常に探究していきたいです。
　２つ目は能動的に動く力です。大学生活は自分の興味、関心の方向性を
持つ事で時間を自由に有効活用できるチャンスです。国際支援活動やボラ
ンティア活動などの学内カリキュラムに積極的に参加したいです。
　３つ目は批判的思考能力です。入学式で学長がお話されていたように、
単に他者を排するのではなく、受け入れながら自分と比較し疑問を持ち、
自分の学びを更に発展していきたいです。
　また、私の大学生活最大の目標は「人との出会いを大切にすること」で
す。教員、先輩、友人から学びとれるものを吸収して４年後にこの大学に
入学した事を誇りに思えるように、日々努力していきます。

　大学生になった自分に望むことは、受身になら
ないことです。今までの自分は、自信がなく、目
標というものもなかったので、なんとなくまわり
の人間に流され、結局後悔することが多くありま
した。
　しかし入学後は、自分から積極的に動かないと、

まわりはむしろ何もしてくれない、ということに気づきました。すべて自
己責任です。なので、能動的に動くことができる人間になりたいです。
　また、大学では自分と気が合う仲間を作りたいです。先日サークル見学
に行ったのですが、北星はボランティア系のサークルが多くて驚きました。
その中でも自分に合った、どちらかというとのんびりとしたサークルを見
つけることができました。もし気の合う仲間ができたら、一緒に野球観戦
をしたり、登山をしたり、海でバーベキューをして思い出を作りたいです。
　大学の授業についても、ただ先生の話を聞いているだけでは授業に参加
していることにはならないので、勇気を出してどんどん発言していきたい
です。
　不安もありますが、期待もそれ以上に持っています。まずは大学という
ものに少しずつ慣れていこうと思っています。

　大学生活にむけて言  葉新入生からの

文学部　心理・応用コミュニケーション学科

泉　優紀子　さん

社会福祉学部　福祉心理学科

伊勢佳奈江　さん

経済学部　経済学科

尾上　幸司　さん

短期大学部　生活創造学科

池田　理紗　さん

（原稿は４月中旬にいただいたものです）
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『エトノスとトポスで
　　　読むアメリカ文学』

（2012年12月　英宝社）

文学部　伊藤　　章　教授

　なぜこのようなタイトルにしたのか。近年アメリカ文学
界を賑わしている、さまざまなエトノス（民族）の出自を

もつエスニック作家を主として第１部で扱っているからだ。かくしてアジア系では日
系のジョン・オカダとジョイ・コガワ、シンシア・カドハタ、ロイス・アン・ヤマナカ、
フィリピン系のカルロス・ブロサン、中国系のフランク・チンとショーン・ウォン、韓
国系のチャンネ・リー、インド系のバーラティ・ムーカジ、ユダヤ系のナサニエル・ウェ
スト、イタリア系のジョン・ファンテなど、多様な民族的背景をもつ作家たちを論じた。
　トポス（場所）という用語を入れたのは、エトノスと脚韻を踏んでいるからという
理由だけではない。もとから文学作品とそれが生まれた土地とのつながりに関心を抱
いてきたからだ。アメリカの多様な都市や土地を舞台にした地域色の濃い作品をとお
して、いつもアメリカの地理的・空間的・民族的な多様性に心を動かされてきたよう
に思う。そこで民族的にも多様なトポスとして、ニューヨークとロサンゼルスの二大
都市、ハワイとカリフォルニアの二州を舞台にした小説を第２部で取りあげた。
　このように紹介するとまとまりのない論集に思われるかもしれない。しかし慧眼の
士なら、アジア系をはじめとするエスニック・マイノリティはアメリカをホームにで
きるのかという問題意識が本書の底を流れていることに気付いてくれるだろう。最後
に（最少でなく）、出版助成を賜った大学後援会に衷心より感謝申し上げます。

『海の奇蹟－モーセ五書論集』
（2012年９月　聖公会出版）

経済学部　山我　哲雄　教授

　私は大学ではキリスト教関係の授業を担当しています
が、研究者としては、旧約聖書の物語文学を専門として
います。30歳頃に最初の学術論文を発表し、最近還暦
を迎えましたので、一応は「半生」この道を歩んできた

ことになります。この度、聖公会出版より、これまでの仕事を論文集の形でまと
めてみないかという有難いお誘いをいただき、喜んでお受けすることにしました。
また、幸いにも大学後援会の出版助成をいただけたので、本の値段を抑えること
ができました。心から感謝しています。
　今回の書物では、これまで書いた論文のうち、「モーセ五書」に関わるもの11
本を選びました。「モーセ五書」は旧約聖書の最初の５冊、「創世記」「出エジプト
記」「レビ記」「民数記」「申命記」からなるまとまりを指し、ユダヤ教では「律
法（トーラー）」として最も重視されている部分です。伝統的には呼称の通りモー
セの著作とされてきましたが、現代の研究では、一人の人間が統一的に書いたも
のではなく、一部は口承伝説にまで遡り、さまざまな時代にさまざまな人々が少
しずつ文書にしたものを後から組み合わせたり加筆したりして出来上がった、か
なり複雑な作りのものと考えられています。そのような五書物語の形成経過を段
階的に再構成する研究方法を、「伝承史的研究」と言います。本書には、主とし
て伝承史的研究の観点から、アダムとエバ、ノア、アブラハム、モーセと出エジ
プト、表題にもなった「海の奇蹟」などの物語が、どのように形と性格を変えな
がら現在ある形にまで発展してきたのかを跡付ける試みが集められています。

 

〜
学
費
納
入
に
つ
い
て
〜

　

授
業
料
等
学
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
年
、
期
限
ま
で
の
納
入
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
学
費
に

関
す
る
諸
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
は
今
年
度
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ

ド
四
十
三
頁
、
及
び
大
学
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.hokusei.ac.jp/

）

↓
『
保
護
者
の
方
へ
』
↓
【
学
生
生
活
】

↓
「
学
費
に
関
す
る
Ｑ
＆
A
」
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

■
各
種
減
免
制
度

○
兄
弟
姉
妹
等
同
時
在
学
減
免

　

兄
弟
・
姉
妹
等
で
同
時
に
二
名
以

上
が
一
年
を
通
じ
て
在
学
さ
れ
て
い

る
場
合
、
そ
の
う
ち
お
一
人
以
外
の

方
の
「
教
育
充
実
費
」
及
び
「
後
援

会
費
」
を
全
額
免
除
い
た
し
ま
す
。

願
い
出
に
あ
た
っ
て
は
、
戸
籍
謄
本

の
添
付
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

財
務
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
身
体
・
精
神
障
害
者
減
免

　

学
部
、
大
学
院
又
は
短
期
大
学
部

の
学
生
で
身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く

は
精
神
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
場

合
は
「
教
育
充
実
費
」
の
二
分
の
一

を
免
除
い
た
し
ま
す
。
財
務
課
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
修
学
困
窮
者
減
免

　

学
費
負
担
者
（
主
と
し
て
家
計
を

支
え
て
い
る
者
）
の
死
亡
・
病
気
・

自
己
都
合
以
外
の
理
由
で
の
失
職（
解

雇
・
倒
産
等
）
や
災
害
等
に
よ
り
経

済
的
に
修
学
が
困
難
に
な
っ
た
学
部

又
は
短
期
大
学
部
の
学
生
に
対
す
る

減
免
制
度
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

に
よ
り
条
件
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

学
生
支
援
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
学
費
延
納
制
度

　

万
が
一
、
家
計
の
事
情
等
で
期
限
ま

で
の
納
入
が
困
難
な
場
合
は
、
学
費
等

延
納
制
度
に
よ
り
納
入
期
限
を
延
伸
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
財
務
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

四
月
五
日
の
午
後
一
時
よ
り
、

二
〇
一
三
年
度
の
入
学
式
が
ニ
ト
リ

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
気
持
ち
の
良
い
青
空
が
広

が
る
中
、
ご
父
母
の
方
々
も
多
数
出

席
し
て
く
だ
さ
り
、
会
場
は
満
席
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
短
大

部
と
大
学
四
学
部
、
大
学
院
を
含
め

た
新
入
生
総
数
一
、一
五
二
名
が
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
晴
れ
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。
式
は
オ
ル
ガ
ン
の
前
奏
に

よ
っ
て
幕
を
上
げ
、
一
同
に
よ
る
讃

美
歌
「
い
つ
く
し
み
深
き
」
の
合
唱

の
後
、
チ
ャ
プ
レ
ン
が
聖
書
を
読
み

上
げ
、
祈
祷
を
奉
げ
ま
し
た
。
次
に
、

学
長
の
式
辞
が
あ
り
、
理
事
長
か
ら

祝
辞
が
贈
ら
れ
、
在
学
生
代
表
か
ら

歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部

の
各
新
入
生
代
表
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

誓
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
吹
奏
楽
部
と
チ
ャ
ペ
ル
・

ク
ワ
イ
ア
が
、
谷
川
俊
太
郎
氏
作
詞

の
学
歌
を
披
露
し
、
再
び
一
同
で
讃

美
歌
「
真
実
に
清
く
生
き
た
い
」
を

合
唱
し
ま
し
た
。
最
後
は
、
チ
ャ
プ

レ
ン
に
よ
る
祝
祷
と
、
オ
ル
ガ
ン
の

後
奏
に
よ
っ
て
約
一
時
間
の
入
学
式

は
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

式
を
終
え
た
新
入
生
達
は
ほ
っ
と

し
た
様
子
で
、
ご
父
母
の
方
と
楽
し

そ
う
に
会
話
を

す
る
姿
、
会
場

の
前
で
記
念
撮

影
を
す
る
姿
、

先
輩
達
の
サ
ー

ク
ル
の
勧
誘
に

明
る
い
表
情
で

応
え
る
姿
が
数

多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
表

情
に
は
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
北

星
学
園
大
学
、

北
星
学
園
大
学

短
期
大
学
部
で

の
生
活
に
対
す

る
、
大
き
な
希

望
が
満
ち
て
い

ま
し
た
。
大
学

生
活
の
中
に
は

た
く
さ
ん
の
可

能
性
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
自

ら
の
可
能
性
を

最
大
限
生
か
し
、
そ
こ
で
得
た
も
の

が
一
生
の
宝
物
と
な
る
よ
う
に
、
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　大学後援会では、毎年卒業生、新入生の皆さんに記念品

を贈呈しております。2012年度の卒業生には、卒業記念

PHOTOBOOKをお贈りいたしました。ゼミ、クラス、サー

クル集合写真を中心に掲載し、卒業後も母校に対する関心

と愛着を持っていただくツールとして製作いたしました。

　また、新入生にはUSBメモリをお贈りいたしました。

本体には北星学園大学の校章とロゴがデザインされてお

り、まさにオリジナル製品となっています。今後の大学生

活において有効にご活用いただければと思います。

　校章の形は、ライラックの花びらをシンボリックに表現

しており、星のまわりの５つの矢印は、本学の教育方針で

ある人間性、社会性、国際性、そして希望と発展を意味し

ています。校章にこめられた意味を理解していただき、よ

り充実した大学生活を送っていただけるよう願っておりま

す。

大学後援会からの
プレゼント

新入生へ

卒業生へ

入
学
式
開
催

入
学
式
開
催 新入生へ
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４月

１日（月）オリエンテーション（～６日）

４日（木）定期健康診断（～６日）

５日（金）入学式

６日（土）履修登録開始（～12日）

８日（月）前期授業開始

５月
２日（木）学園創立記念日（授業日）

13日（月）スミス・ミッション週間（～18日）

22日（水）大学後援会第１回役員会

６月
１日（土）大学後援会総会・懇親会

『後援会だより』第113号発行

７日（金）体育祭（～９日）

６月
29日（土）第１回札幌地区父母懇談会

（３・４年次、短大２年次対象）

７月
29日（月）前期授業終了

30日（火）前期定期試験（～８月７日）

８月

１日（木）『後援会だより』第114号発行

24日（土）函館地区父母懇談会

25日（日）苫小牧地区父母懇談会

31日（土）北見地区父母懇談会

９月

１日（日）旭川地区父母懇談会

７日（土）帯広地区父母懇談会

８日（日）釧路地区父母懇談会

17日（火）後期授業開始

30日（月）前期末卒業式

10月
12日（土）大学祭（～15日）

26日（土）第２回札幌地区父母懇談会（全学年対象）

31日（木）宗教改革記念講演会

12月
２日（月）『後援会だより』第115号発行

13日（金）クリスマス礼拝

20日（金）年末授業最終日

１月
15日（水）大学後援会第２回役員会

20日（月）後期授業終了

21日（火）後期定期試験（～29日）

３月

５日（水）卒業者名簿発表

13日（木）卒業礼拝

14日（金）卒業式

『後援会だより』第116号発行

　

今
年
度
の
地
区
別
父
母
懇
談
会
は
下

記
の
日
程
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
懇

談
会
で
は
、
大
学
の
情
報
や
、
学
生
の

修
学
状
況
等
に
つ
い
て
の
説
明
、
昼
食

を
取
り
な
が
ら
の
父
母
同
士
の
懇
談
、

個
別
に
学
生
の
修
学
状
況
（
単
位
修

得
）、
学
生
生
活
状
況
、
及
び
就
職
関

係
の
相
談
な
ど
が
で
き
る
個
別
懇
談
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

履
修
し
て
い
る
授
業
科
目
等
が
わ
か

る
「
履
修
登
録
票
」
や
「
授
業
科
目
別

出
席
状
況
」、
前
年
度
ま
で
の
修
得
単
位

数
と
そ
の
評
価
が
わ
か
る
「
成
績
通
知

票
」
な
ど
を
個
別
に
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
担
当
教
員
よ

り
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎

年
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
大
変
好
評

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
成

人
と
な
っ
た
学
生
本
人
が
所
定
の
手
続

き
に
よ
り
同
意
し
な
い
旨
申
し
出
た
場

合
は
、
修
得
単
位
数
等
、
修
学
状
況
に

関
す
る
情
報
を
保
証
人
に
お
伝
え
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。）

　

地
区
別
父
母
懇
談
会
は
北
星
学
園
大

学
後
援
会
の
事
業
の
一
環
で
、
皆
様
か

ら
の
会
費
に
よ
り
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
月
下
旬

に
別
途
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
先
に
三
・
四
年
次
（
短
期

大
学
部
に
つ
い
て
は
二
年
次
）
の
ご

父
母
に
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
六
月

二
十
九
日
（
土
）
札
幌
で
の
懇
談
会
に

つ
き
ま
し
て
は
、
締
切
（
六
月
十
日
）

が
近
づ
い
て
お
り
ま
す
の
で
参
加
ご
希

望
の
方
は
お
忘
れ
な
く
お
申
込
み
願
い

ま
す
。

６月29日（土） 札 幌 会 場 北星学園大学校舎（３・４年次、短期大学部２年次対象）
８月24日（土） 函 館 会 場 函館国際ホテル
８月25日（日） 苫 小 牧 会 場 グランドホテルニュー王子
８月31日（土） 北 見 会 場 ビッツアークホテル
９月 1日（日） 旭 川 会 場 旭川グランドホテル
９月 7日（土） 帯 広 会 場 帯広東急イン
９月 8日（日） 釧 路 会 場 釧路プリンスホテル
10月26日（土） 札 幌 会 場 北星学園大学校舎（全学年対象）

地
区
別
父
母
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

地
区
別
父
母
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

総
会
・
懇
親
会
で
の
就
職
講
演
会
の
ご
案
内

2013
年度

2013年度　行事予定

『
イ
マ
ド
キ
の
就
職
事
情
』

　
　

〜
企
業
が
求
め
る
能
力
と
は
〜

　
「
大
学
生
の
就
活
繰
り
下
げ
解
禁
」
と
の
報
道

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
父
母
の
皆
様
が
就

職
活
動
を
行
っ
た
時
代
に
は
「
就
職
協
定
」
な
る

も
の
が
存
在
し
、
あ
る
程
度
の
活
動
目
安
が
あ
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
協
定
は
十
五
年
ほ
ど
前
に
廃
止
さ

れ
、
今
回
政
府
の
要
請
で
解
禁
時
期
の
検
討
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
就
職
活
動
は
、
ご
自
身
が
就
職
活
動
を

し
て
い
た
時
代
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
早

期
化
・
長
期
化
か
つ
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
「
シ
ュ
ウ
カ
ツ
」
事
情
と
、
本
学
の
就

職
支
援
体
制
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る
低
学
年
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
つ
い
て
、ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
側
の
視
点
や
求
め
る
人
物
像
を
参

考
に
、
お
子
さ
ん
の
フ
ォ
ロ
ー
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（学内略歴）
1976年４月　北星学園大学勤務、学
務課長、学生課長を歴任
2005年４月から就職支援課長（現在
に至る）
（学外での職務及び活動）
2005年５月　全国私立大学就職指
導研究会幹事・北海道支部役員（現在
に至る）
2008年４月　日本私立大学協会就
職委員会委員（現在に至る）

就職支援課長 

鈴木　淳子

　

前
回
号
で
お
知
ら
せ
し

た
六
月
一
日
（
土
）
に
大

学
校
内
に
て
行
わ
れ
る
、

北
星
学
園
大
学
後
援
会
総

会
・
懇
親
会
の
ご
案
内
を
申
し
あ
げ

ま
す
。
総
会
で
は
後
援
会
事
業
活
動

に
お
け
る
二
〇
一
二
年
度
活
動
報
告
・

決
算
や
、
二
〇
一
三
年
度
の
活
動
方

針
・
予
算
等
の
審
議
が
行
わ
れ
、
終

了
後
に
は
父
母
向
け
就
職
講
演
会
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
は
、
就
職
支
援
課
長
の
鈴
木
淳
子

よ
り
、
最
近
の
就
職
活
動
状
況
に
つ

い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
子
様
が
こ
の
先
ど
の
よ
う
に
就

職
活
動
を
行
っ
て
い
く
べ
き
な
の

か
、
不
安
や
興
味
を
持
た
れ
て
い
る

ご
父
母
の
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
大
学
に
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

2013年度

保護者の
皆様へ

　

涼
や
か
な
初
夏
の
訪
れ
を
感
じ

ら
れ
る
季
節
が
や
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
新
入
生
た
ち
も
大
学
生
活

に
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
は
活
気
に
満
ち
て
い
ま

す
。
さ
て
、
六
月
一
日
に
後
援
会

総
会
・
懇
親
会
が
、
六
月
二
十
九

日
に
は
札
幌
地
区
父
母
懇
談
会
が

本
学
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
総
会

で
は
、
施
設
見
学
や
父
母
向
け
就

職
講
演
会
も
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
第
一
回
札
幌
地
区
父

母
懇
談
会
は
も
ち
ろ
ん
、
夏
か
ら

の
地
区
別
父
母
懇
談
会
の
方
も
皆

様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
に

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

（
後
援
会
事
務
局　

大
野
）

募
金
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

二
〇
一
三
年
二
月
一
日
か
ら
二
〇
一
三
年
四
月
三
十
日
ま
で

（
敬
称
略
）

北
星
学
園
大
学　

教
育
振
興
寄
付
金
ご
芳
名

寄
付

☆
大
学
・
短
期
大
学
部

（
理
事
・
教
職
員
）

酒
井　

玲
子 

谷　

さ
つ
き 

後
藤
恵
美
子

平
賀　

明
子

短期宿泊プログラム協力ファミリー
　北星学園大学では交換留学生のホストファミリーを募集しております。
　受け入れていただくのはアメリカからの留学生ですが、英語は必ずしも条件
ではありません。受け入れ期間は１学期（15週間）で、その間の食住費として
一定額の補助をさせて頂きます。多くの留学生が日本で一番印象に残った
体験としてホームステイを挙げています。ホストファミリーとして登録していただ
きますと、春と秋に受け入れについての照会を大学からさせていただき、ご都
合の良い場合には受け入れをお願いするというシステムになっています。
　また、イギリス、カナダ、スペイン、スイス、韓国、台湾、中国、インドネシアとも
交換留学しており、これらの交換留学生については、例えば、１泊２日などの
宿泊体験プログラムを実施していますので、ご協力いただける場合も募集し
ております。
　皆さんのご家庭でも留学生を迎えて国際交流をしてみませんか？
　本学のホームページから国際教育センターのサイトもご覧になれます。
ご協力をお願いいたします。
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